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自己血輸血争整形外科術

Ⅰ.緒 言

後肝衆といった感染症などの合併鮒2豊3髄をこな-｡ているや

我J&はこれらので沼銅を三を防ま喜こする蔓誓約で,股関節軒桁を

申しTj∴.軒車外卜巨弓･f信'HL川l帖jlflL十T.｣∴rいるし')-･∴

÷ハJjl:']/:,_.轟･L'日.､さ∴;r両雄L棉i侶‖町【_他J糾LL輸血

症例を比較検討Lたせ

tT.対象および方法

l州tq廿.[1日iL･I､陣.lt-1iq車を1川 上トT)i;卜6･七日'TlF.1'lj
にij･､-I_-EL】〔_川tや品川Iiハ1.I-,1'li畑.i.里と‖畑 Ji.tiL=)佃.訂丁封叫

8妻沼二で,年齢は且相打から77才,平均複8才であったやこれ

ら将内訳はを漁とんどが股関節和手術でSR搾,残りの軍陣

1'',r-､上T･f榊Erl.囲いと.里ユ佃j./i.lil:)画し1)‖持し中信:L:"一再丁巨∴

年齢は2才から82才,平均壌9才であった,これらの言凝訳

は脊椎の手術が29杵と半分を㌃臣盲め,腺癌,汲A,股関節

ハT二両がそIlそ二､11L7十十で:Fl･-たし表い.帆)_.llL輔庸=了1

方法は,術前をこ白己血を採取し保存する貯ぬ武よ,麻酔

導入後をこ採ifRL髪司盛時代用血革で補う務釈義と夢手術の

際∴き畑侶 .JI.庸tlL変,Ti叫･針UJ.･甘上_心'1｣トー(･'リ吊∴主巨工

を総合的をこ判断して観晶合わせて選択した.輸鹿に--m､

;:LJ∴い-lm]]':,)､十.岬､予場吉.抽申;二｣=細川Lt:I?■ゝ二_!川)ml

回収さt工う二.:･-.∴抽出L出川十･十十意,∴叫上L':~香机Ll1L

を輪泊監してや術前貯虐鮎しただ謹己政は術後il量は摘こ対して演

棟にて輸屠鮎Lた｡なお全例をこ鉄剤を採撤後か訂ブ段較Lた.

表J症糾し'.)撒骨

症例;
1liJl己血輸血 7ン榊価什iL里,と‖畑 /i:65桝､

車 齢:llfA-TTl- 半里1ビリー

翻円裾 団
相関狛lL由 別件
潜稚手術 冒件

21仙拙u輸血ハ･jL 59tpirLijl)'Jl!!二(､里2坤3.,''.し̀3fT)桝､
隼 齢:2i.--82[ ＼‖与Itけ
]二･前例 作椎-T.f,/･rト】
肝喝ll-･汎

股関節手術
そ の 他



輸血･it:t＼'亘､:二'諸問題

rfFL吊不パ甘i号上.こ.ナIi'亘iL_上皿杭州輔~桝､=__1'u]:結了11滴紺再

刊に~､トL~こ,術前極tJllIIb伯.(1王)rl'†Li恒丁~)捕_梓∴拓きlli

ⅠⅠⅠ.結 果

侶_lLnt車釦flL例丁こ榊働け巨丁､堀川日日L量ハ､l･･■JJh]ほ.1二,!:さいml.

蔓■~す己血採取量いい目ノ､.JTr)･llllト:_:.:p-い1.llPlL用l_輸血ハjLて

T･酌か--I.きた,裾土iT'ti桝TOT'I卜(79.:rlOol-こ∴残り'.[11T佃lH

t-.i喜∴ま､i;丹1こミllrlllL1欄日石｢摘fiwlltr,:,I;し､1､･liL､1_i-/'∴ rlL_川l

輸血を予定していた症例で他家戯輸血を遺凝巨腐ざるを得

なかった主な原囲碁豊,術前和採血艶の不慮であったか具

体的をこぼ高度の落居鮎が5杵,高齢蜜たは若年のためをこ十

分な採血巌が得られなかった例がそれぞれ竣件と且件,

1'帖つ汗トで､J､=投関節裾1yl'牌鉦;;∴::し卜津川L量ハ1.,いT的LTう

ためEk3J鹿だ緒では不和舷であった例が趨杵モ血管が綿

いため†働な畿碍株を沿路芸できなかった例が2軒であったサ

その他をこ予想E:JJこの鯉賢慮をきたした例が2杵あった｡他

家鹿輸鹿のみ行-〟)た59例銅棒の級出血量の平均は且3麟ア

紺払値の推移を由己血輸血のみの群と扮己鹿輪鹿をこ宮脇

家政輸鹿を追加した症例も含め機家ぬ輸血を行った群薮

で比較するた,由己血輸血のみの群の方が鮪夜露顎,療線

-:丁-伏い仲冬∵示していtJ_杏.;1潤f畑ニトロ軒狛(Fl帖血拾∴古

ド-チ.6遇-lL:Li嗣頼雄JIにはJll'tL巾も‖上し図1~1.

上 他家Ll一派紺LfT.L行--1上郡ハjj的L..IJL､仙十.′j:lT軌両iI,..F'･､

蓑2結 果

i.自己血輸Ifll例(､T3例日8什〕
総 出 LnL械:1.22しい(;16ml

L3∫16-3.LIL18ml)
ELl己血採Jf'(描:75̀1---339ml

(ョoo--1.692ml)
il】己血LJ1jiで
JIL-trJh-11用巨例二56例70件し79.5l-をl
他家rfll輸llu例:17例18件(20_5･海)
他家lf】l輸血手話:1,311_.二1.165rnl

(FFP4.25一,)_2.87日～8uH
2.他√狛fll輸血cJl.i+(59例59件)
総 出 Ifll嶺:1.387+二907ml

L172-4.9糾lnl〕
他家【frl輸1tLt敏:1,105ト734ml

L20O-3,4(K)mH
(FFP9.9ニト10.3u(トー3Oul
血小板:30tl)

Hb
g/d/

98二子

師 緩 衝採 締
約 戯 駅叡 惑
樋 =}L_:甘 18.

1 2 4 6W

輸血をした欝)
rlLLlrlL輸血L'lノtLlⅧ巨),/j小1'柚l怖,[･直厘て低い情
I:l･,)∴1::上 (ミ週ili紅-二言目｣日日】i(iL上.

2 4 6W

図2(i,r'T的,:･･T欄津も
両群とも術後上界するが鍔過渡を乙は接衝前の櫨をこ
回復した.

ほLLI/tJ:i.tか-､上(図2).

輸血後非A非B型肝炎の発生の有無を診断基準から.級
討t上し表:i).そL')結果.147剛中,確詮が1刑.如

いが･:l例で.仝て他′束血輸血施行例でLTh.､.,た.井̂ -jrIミ

町汗炎上診断された症例は21･iJ~LLr〕リ州:.で.約F帖こLu)Oml

め.5紺Omlの他寓血輸血を打-.,た.術繕徐 に々 (;Ⅰ'T



(I)8:1 折揖町 l;rイモ細詰 弟 川･lY_キ 弟12号 中 ぺ 2隼121j

義 認 輸血後非 A 非 B 型肝楽蒔診断凝準

･うパ jl＼. 1遇1､JJIL･kLこ_.t<-.!＼1/ilが結 卜仁一鉦 li.L､!T.L.

輸血 長井 人 骨 Ii里肝 美し1､もt,T(し､亘､十号-.Lt~-.!･･･j∵∴

1-.し1､卜'_T十T=上 目ろ汗‖1､r_亘 ′ト二-∴丁∴こいJ＼∴離 , ･:-1L･

い ったんは 5倍 を越 えた ものを ず輸血 後非 晶 非

l巨 〔明 F-:i::L予断 しい工

両∴ ､巨:諭 jl.恒 桐 畑 ＼ 某7畑 :_LL/i_3.囚 呈∵:.E=二障 告 .帖

の 専Jザル鼠疾患な どぼ除夕臥せ る鼓

1-2Lrl!拍i/∴J)∴∴ .=守 こ･i~日 日 ･再出 L-i一､上 手

目 川 ,･隼訂∴捺 し∵∴∴ 柚 佃 頼 ∴ゝり日曜1-:'lI;'J!,_-lJL.･!㍉:-

症例は除外す る申

す~帖 t卜!1fiG′卿 .な∴ J.ltLWO十 ~,:JrH -｣ノ･:A,Hf'i'L適_酢 }こ

どの投与 をこよ り的襖最適で藍常化 Lたか

11∴ 考 察

離′羨所芦短所 がある.

11 町 血JLtlh1.if1L輸 If-lL

凍法 の保存方法 には予冷歳放 た冷凍法約 2つの煮法 が

あ る｡冷蔵法は採血後 嶺- 転℃で冷蔵緩存す るため簡便

であ るが㌢採 血駿をこ限度戯言あ る白冷凍法 は採戯 虹た魚鱗

を分醒 L凍結緩着薪す るため声 段臓保存 がで き計画的をこ衆

IIII'!'亘lL川 LL一日 ･=汗.l凍 上 ∴日 工 こい 工が. ･i･こきIILI.;'11億:.∫

労力を弊す.そ碍ため磯 崎は嚢施の容易な冷蔵法 を行 っ

きに抹 由 仁 -::い い i~i糾叫 帖 圭.~こ･､Lt.1二.'0(1lnli･･い川;血!,･日収

軒 :Iレ机 上 しか t. lt仁 .-卜 ＼･川 測 圧uLr- =町 血 t

上 1遇 保 存ハ i佃 巨 川こi拙 flL.i-,. 裾 F,!L汗紺 IL十 守軒 叶染

作の中で交互をこ行 いチ この操作 を優遇繰 り返す こkをこよ

り貯血量 を増加す ることがで きる殿で,数遇 の採 蝕を練

;圧再とは 3州Oml巨 ここ､Lr潮 Tjrl頼 日日ltLii:_~･左 てTLLL図 :汁

しか し,入院後 をこ手術 mが決 意る東学病院ではき採血願

拷問の計画 がたてに くいため多義の貯 血は摘艶で あ り, 蜜

if.損 ～十＼ハ飽和.もYJ･:t.It1日tu的 に.人P.-tl縫 目車 丁汀L血で.

.･i州 lt･ll舶 ■暮よす :/:.こしt-,に して い :i:i. IJj. 1､･羊 i再 巨 1病~

院では採 血期間の計画はたてやす く, 濠結 簡便 な方法

て.-書目 ,)I/_,町 最 も行いやすい ]ji,'譲二と_FJL:～,七二一.

1 ) 単 純 貯 血 法 - I200m 1

-4U -3tJ -2lJ 一川 Ou

2 ) ス イ ッ チ パ -′ク 貯 血 法 ､-BOOOm 1

-4V -3tJ -2リ ーIU Ou

息 ♂ 患 ♂ 息 ♂

F~ミ) 冷 凍 法

図 二1 町血 ltこ巨■毒Ll_!lt漸拙i

l20いIlll;I:_.,:･工 叛超し'張 冊 十凍 叫 .ヰ宮 上 こi川)()Illl

まで 喝能で ある申

二三l SE町 ,,LFL至上 血帖 ilrL

全身麻酔噂武雄 をこ採 血 しをれ に倖 F)循環 血液鼠の減少

を膚態3嘗透徹登 蜜た姥 2倍の乳酸加 リンゲルで補い芦勝 沼 だ-)

餌 露i液 をuj胤 させ 白己の赤 血球や血祭の磯紫 を最小限 をこ

たどめ る方法であ る平蔵折 転は急性血液希釈の限界を 遷灘

ごうH(1E.=tl:･IIOt,∴ 上 組 lti州ml十 二ハiLH日伊 車巨 一･苦

るた橡祭日dてい る慧)ザ この方法は新鮮血 が確保 で き,蘇

酔後 に採血す るため厳粛将藍象担 がないがや酪酸医の協力

こい 回収八 卜日用滅紺t

裾 帖 日日頼 ･.＼∴､…卜 ･･i､り′j理 ll･Iijl【=11､■.鋸 ー_.町 ]‖_.逮

心分隊襖赤血球 釣あ を厳格 もイ繋抗生剤Å り職洗浄用生理

斜 t..,l替､∵1辛巨1日 -こ~回杵 ~ト 丁,)亘十∴牛工 . ∴し1十 t,Y3号 裾 町

をこ細 菌性感歎惚病変 があ る鳩 舎畢 手術野空士摘ま痕も液 に悪性

腺癌練胞の落込丸の 印す舷性 があ る磯 合は全身 をこ播塵 され る

上:t里 t王/:::L.恒 三,. 打J!,｣rIi',=い=(､eLiL･ト汁ハ (通日 SこlヽYr

十fi巨､-こ∴､-,JJJ-ri(i.最 古-∴上 目1〔1t,L､い ‡巨 ､Shill､I･S′1㌔̀＼′r

収率 は 綱 ｡嶺% で あ ったゎ 鴬た, ､当科 では洗 浄赤 血球 液

中をこ細菌の検 出が息5%み られた々 文献酌 には抗嫌剤 を使

l(ト L'Ot)oil)検出率 て あ l)3､い1-'＼ そL:Tlも＼∴二日晶 細 ~しトー辛

中浮遊細 菌であ ると報告 されてい る5). これ をこよる敗血

症 殿発教はほとん ど報告 されてお らず5)芦 陰険例で 鮎そ

LTl住′ILト皇 卜 言∴ tか し, JL L関節 LrliT'-･的 もTJ-':･二 .:
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から声感染に対しては細心の注意をぼ鍔̂'って無菌室での

手術を原則としておりタ愛た回収式噂.鋸時よ毒ブ洗浄水をこ

頼 巨̀宜十軒::-′こい†∴ ltltpr'丑浄･啓はV一日∴元 の ('､.-i-iU'-晶1

を加遥えることをこよって,洗浄赤血球液の抗教則が3濃度を発

各穐菌をこ対する MICの濃度より太極をこ_湧二変わるようをこ

している,ただ,大 夏二関節繁簡を行う以上亨雑菌が換真書を

きれるttF能姓があることは窺がか壷ブでありき蜜た図版さ
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船触施行例と髄家脱輪戯施行例を比較してみると弊画素【

と鮎術後軽度上厚着-し髄家敵輸血施行例の方が商い傾向を

示したが声鉦蔭の差はなかった中しかし肝衆発生率をこつ

いてはすべて機密融輪夏艶施行例から発教しその発敷革は
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